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はじめに 

 

近年、通常の学級における特別な教育的支援についての相談が

増えていることから、県では、支援の参考としていただくため、

平成 28 年度末に事例集を発刊しました。 

 

その後、平成 29 年３月に告示された小・中学校学習指導要領

には、「障害のある児童（生徒）などについては、学習活動を行

う場合に生じる困難さに応じた指導内容や指導方法の工夫を計

画的、組織的に行うこと」と記載されました。 

 

そこで県教育委員会では、これから支援を検討・実施する際の

参考としていただくため、義務教育課特別支援教育推進室や県立

教育センターでの相談事例や、県の事業である「通常の学級にお

ける特別な教育的支援充実モデル事業」の取組を基に、計画的支

援の進め方を事例集ｖoｌ.２として発刊することとしました。 

 

本事例集が、各校の特別な教育的支援を行う際の一助になれば

幸いです。 

 

                        平成 31 年３月 

 

※表紙中央のマークは、新潟県の「発達障害への理解と支援を広げるためのシンボルマーク」です。 

 

 

 



支援のポイント 
 

１ 本事例の構成について 

 

本事例集では、支援を行うまでの過程を詳細に記載することに努めました。支援を要する児童生

徒の実態は一人一人異なることから、効果のある支援とするには、行動の背景を十分に推測し、そ

の推測に基づいた支援を考察することが重要であると考えたからです。 

この考えのもと、事例ごとで若干の違いはあるものの、おおよそ次の流れで事例を書き進めてい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 各事例の支援のポイント 

 

事例ごとの支援のポイントをまとめました。各事例を読む際の参考としていただければと思い

ます。 

事例 対象となる子どもの状況 支援のポイント 

１ 
いつも落ち着きがなく、 

学習内容が定着しにくい                      

■授業に気持ちを向けるための教師の働き掛け 

■Ａさんが課題を意識できる教師の関わり 

■スモールステップでの課題設定と即時評価 

２ 
いつもイライラして、 

怒りっぽい 

■学級の友達と共通の活動で肯定される場の設定 

■苦手な課題を取り組みやすくアレンジする工夫 

■目標の自己選択、自己決定 

３ 
相手の気持ちを考えずに、 

一方的に話してしまう 

■SSTによる学級の友達と関わる場の設定 

■自己理解に基づいた目標設定と振り返り 

■関係職員と情報共有し同一歩調での支援 

４ 
授業に集中できず、 

しまいに離席してしまう 

■自己肯定感を高めるための教師の働き掛け 

■解決への見通しをもたせるための板書やプリントの工夫 

■Ｄさんの困難さに寄り添った教師の関わり 

５ 
授業への意欲がもてず、 

課題に取り組もうとしない 

■解き方をイメージさせる確認の機会の設定 

■課題数の調整とスモールステップでの課題設定 

■思考の特性を補う教師の働き掛け 

 

実態の把握 

把握した実態から原因を分析、推測 

支援の実施と取組の評価・支援の改善 
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事例１：いつも落ち着きがなく、学習内容が定着しにくい児童への支援 

 

小学校３年生のＡさん 

Ａさんは外遊びの好きな活発な児童です。いつも

落ち着きなく動き回り、じっとしていることがあり

ません。授業中に学習から注意を逸らすことがしば

しばあり、教師の話を聞いていなかったり、席から離

れて友達のところへちょっかいを出しに行ったりし

ます。担任が注意するとその時は言われたとおりにし

ますが、すぐにまたそわそわし始めて同じことを繰

り返します。一連の学習活動を続けられないことが

影響してか、学習内容の定着が不確実です。 

 

なぜかじっとしている
ことが苦手だなあ。 

勉強つまんない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｓｔｅｐ１．Ａさんの実態把握 

 
● 観点を明確にした実態把握 

 

常に落ち着きがないＡさんですが、「落ち着きがない」とひとくくりに言っても、個々の

行動には違いがあります。適切な支援を行うに当たって、まずはＡさんの問題となってい

る行動について詳しい実態把握が必要だと考えた担任は、気に掛かっている「落ち着きが

ない」行動について次のような観点で観察を行うこととしました。 

 

 

 

 

 

 

 

また、支援に結びつくように本人の好きなこと、興味のあることに関する情報も集めました。 

・教科や活動の違いによる集中力の度合い 

・１つの物事に集中できるおおよその時間 

・集中力が途切れた際、注意喚起するのに有効な手立て 

（言葉 or視覚、両方必要かなど） 

 

行動観察の観点 

 

 

 以下は、Ａさんの行動を観察した結果です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｓｔｅｐ２．情報の分析 

＜観察記録＞ 
 
・体育や音楽などの教科は、持ち前の活発さでみんなの先頭に立って活躍するなど、

概ね流れに乗って活動できる。また、理科の授業でも、観察や実験などの体験活動

には比較的集中して取り組むことができた。一方、国語や算数、社会などの机上で

の学習は苦手で、短い時間しか注意を集中できない。 

 ・課題に集中できる時間は、おおよそ２～３分程度。 
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さらに、昼休みなどの長い休み時間や体験的な活動が多い授業の後だと、いつにも増して

Ａさんが注意散漫になることに気付きました。前時間からの影響で教室がざわついた雰囲気

だと、授業が始まる時間になっても学習姿勢が整わず、教室内を歩き回る様子が見られます。

また、授業中に教師が全体へ向けて発問すると，最初はＡさんも反応しますが、教室がざわ

つく状態になると、次第によそ見や手いたずらを始めます。課題に取り組む時も他の児童の

私語があるなど騒がしいと、Ａさんもその影響を受けて何度も課題から脱線して遊び始めて

いました。 
 
このような様子から、Ａさんは好きなことには集中できますが、あまり興味のないことに

対しては注意や集中を保ちにくい面があると考えられました。また、不必要な刺激が多いと、

注意を向けるべき対象から注意が逸れやすくなってしまう傾向があると推察されました。注

意が逸れている間に授業は先に進んでいるため、何をしているのか分からなくなってしまい、

ますます興味関心も薄れて集中力が続かなくなってしまうのではないかと考えられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｓｔｅｐ３．支援の展開 

Ａさんの集中力が切れた際、担任は言葉のみの注意喚起を行っていましたが、本人に届い

ていないこともありました。一方、理科の実験の説明など教師が実物を用いたり、身振り手振

りを使ったりしながら話す場面においては、比較的注意を向けて聞く様子がありました。そ

こで音声だけでなく、視覚でも注意を引き付けるものがあると効果的だと考えました。こう

した実態把握をもとに、次のような支援の方針を立てました。 

支援の方針１：学級全体への働き掛けによって，Ａさんが参加しやすい状況をつくる 
 
● 前時間とのメリハリをつける 

前時間からの気分を切り替え、気持ちを引き締めて授業に向かえるよう、全員が教

師に注目し、教室の雰囲気が落ち着いてから授業をスタートするようにしました。 
 

ある日は上着の裏に動物の人形を忍ばせて、「クイズです！ここに隠れている動物は

何かな？」とクラスの子供たちに声を掛けました。Ａさんも他の児童も教師の方へ一

斉に顔を向けました。また別の日には、教室が騒がしいと感じた担任は、手をパンパン

パンと打ちました。「今、何回手を叩いたか、わかるひと。」と子供たちに問います。正

解を口にした児童を十分にほめた後、「次はどうかな？」と再び手を叩きました。みん

なが正解しようと思って教師の動きに注目します。 
 

このような子どもの興味を引く活動により、「先生に注目すれば楽しいことが起こ

る」というパターンを繰り返すことで、授業の始まりとともに自然と子どもたちの注

意が教師に向く状態へ整えていきました。 

 

● 「注意を向ける」を支援する 

大切な話をするときは、言葉での注意喚起とともに、黄色のプラカードも一緒に提

示しながら話すようにしました。Ａさんや学級の子供たちは、黄色のプラカードが出

ているときは先生が大事な話をしていると思って注目しやすくなります。また、クラ

スで意見交換をする場面では、みんなが話し手に注目しやすいよう、発表者は必ず挙

手してから話すというクラスのルールを確実にし、子ども達にしっかり守らせるよう

にしました。 
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Ｓｔｅｐ４．支援の再検討・次の展開 

支援を開始後、学級の雰囲気が落ち着いてくるとともに、Ａさんも短時間ですが集中する

姿が見られるようになってきました。担任は、さらなる課題の改善のために、今は一時的で

あるＡさんの集中力を伸ばしていくことが必要だと考えました。そこで、Ａさんに対して個

別の働き掛けを行っていきました。 

支援の方針２：個別の働き掛けによって、Ａさんの自己コントロール力を伸ばす 
 
● 本人の自己肯定感をカギに，自己理解を促す 

担任は、Ａさんが現時点での自分について分かり、課題を認識しながら本人なりの

目標に向かっていけると良いと考えました。自分の課題に向き合うには、自己肯定感

がしっかり土台にあることが必要です。活発なＡさんは周りの児童から好かれており、

教師や保護者との関係も良好でした。また、失敗することがあってもすぐに気持ちを

切り替えることができます。Ａさんにしっかりとした自己肯定感の土台があり、課題

の受け止めもできると判断した担任は、Ａさんと２人で話をしました。 
 

担任は下の図を使って、本人の自己理解を促しました。小学校３年生という発達段

階では、自分を客観的に捉える力はまだ十分ではないことに留意し、Ａさんが悩んで

いる様子が見られたら、「Ａさんは、サッカーも得意じゃない？この前やったとき、先

生かなわなかったよ。」などと助言しながら、温かい対話の中で取り組みました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈 自分のとく意、苦手を知ろう！ 〉 
  自分のとく意なことを４つ（○）、 

   自分の苦手なこと（△）を１つ書いてみよう 

 

 

 

 

 

 

〈自己分析ワーク〉 
 
ねらい：自分の良さに自信をもち、かつ課題につ

いて意識する 
 
① 本人の得意なことを   に記入させる。ま

た、各項目について満足度を評価させる。 
 

② 最後の   に、Ａさんが自分で改善したい点

を書き込めるように促し、自身での評価をさせ

る。 

＜実際の様子＞ 

担任「Ａさんは得意なことがたくさんあるね。

もっと上手になりたいことはあるかな。」 

Ａ 「算数が苦手かな・・・。」 

担任「そっか。Ａさんが算数を苦手だと思うの

は、授業中、大事な話をつい聞き逃して

しまうからかもしれないと思うんだけれ

ど、どう思う？」 

Ａ 「なんか、遊んじゃう。」 

担任「先生は、Ａさんが聞くのを上手になって

もらうとうれしいな。そうすれば算数も

得意になれると思うよ。先生と一緒に、

いい方法を考えよう。」 

 

 

 

〈自分のとく意、苦手を知ろう！ 〉 

   自分のとく意なことを４つ（○）、 

     自分の苦手なこと（△）を１つ書いてみよう 

 

さんすう △ 

サッカー ○ 

ドッジボール ○ 

とびばこ ○ 

ゲーム ○ 
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● スモールステップで目標を設定し、Ａさんと評価し合う 

担任はＡさんに対して、周囲の児童と同じレベルまで注意・集中力を求めるのでは

なく、本人なりの目標を定めることを大切にしました。そこでスモールステップで目

標を設定し、できることに少しずつ取り組みながら、Ａさんが成功体験を積み重ねて

いけるようにしました。本人と話し合い、次のようなめあてを立てました。 

 

 

 

 

 

 
 

※ いつもそわそわしている児童のなかには、無意識に自己に刺激を与える行動を取るこ

とによって、集中力を保とうとしたり、気持ちを安定させようとしたりする場合があ

ります。無理に止めようとせず、周囲に迷惑とならない方法での代替手段を取らせる

などの対応を行うことも大切です。 

 

当分の間、めあてを守ることができたかを確認し合う機会を設け、達成できたら連

絡帳にスタンプを押すことにしました。その際、Ａさんの好きなゲームのキャラクタ

ースタンプを使い、スタンプが 10個たまったら、キャラクターのイラスト（インター

ネットで画像を印刷したもの）と交換できる仕組みとしました。 

取組についてはあらかじめ家庭にも連絡しました。その際、連絡帳のチェックをお

願いするとともに、学校での本人の取組に対して「すごいね。」「がんばっているね。」

などの声掛けをお願いしました。 

 
① 授業が始まって最初の５分は席を離れない。 

② 教師が黄色のプラカードを提示している間は集中して話を聞くようにする。 

③ 消しゴムを握ったり、机の上で転がしたりする手いたずらはＯＫとする。※ 

Ａさんのめあて 

● その後のＡさんの様子  
担任はＡさんの努力を評価し、できていることを見つけてほめました。Ａさんはスモールス

テップで目標を達成しながら、少しずつですが集中できる時間が長くなってきています。新た

な目標は「10分」です。本人は「やってみる。」と意欲的です。 

  Ａさんの課題である注意・集中力の持続の苦手さは、大きく劇的に変わるものではありま

せん。周囲の大人が本人を理解し、時間を掛けて子どもの歩みをサポートしていくことが大

切です。 

 

 保護者とチームを組む  
  連絡帳を通して日々の本人の成長を伝えることは、担任が子どもをどのように理解し、その

ために学校ではどんな関わりをしているかを伝える大切な手段となります。それが伝わると、

保護者の担任に対する信頼が生まれ、学校での取組をバックアップする力となります。今回の

事例においてＡさんが意欲を維持できたのは、学校での努力をほめ、認めてくれる保護者の存

在があったからでした。 

学校と家庭での連絡帳のやりとりがしばらく続いたあと、お家の人から次のようなメッセー

ジがありました。毎日親子で連絡帳を開くのを楽しみにしていること、Ａさんが喜ぶように、

学校からもらったスタンプの横に保護者もご褒美のシールを貼ることにしたという内容です。

スタンプの横には、Ａさんの好きなキャラクターのシールがきれいに貼られていました。 
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事例２：いつもイライラして、怒りっぽい児童への支援 

 

 

小学校４年生のＢさん 

Ｂさんは、授業に落ち着いて参加することが難し

く、ささいなことにもカッとしてしまいます。いつ

もイライラして攻撃的なＢさんは、一度怒り出すと

激しく暴言を吐いたり、物に当たり散らしたりしま

す。「どうせ、オレなんて」が口癖です。 

 今では、Ｂさんと積極的に関わろうとする児童が

いなくなってしまいました。 

 

○○ムカつく！ 

○○もムカつく！ 

ムカつくこと 

ばっかりだ！ 

Ｓｔｅｐ１．Ｂさんへの支援の検討 

● Ｂさんの行動の背景の推察 

イライラしていることが常態化したＢさんは、自分の行動をなかなか抑えることができ

ません。この背景には、Ｂさんの抱える強い自己否定感があると推察されました。これま

で学校や家庭で頻繁に叱責され、周囲からはトラブルメーカーとして扱われてきたことで、

自己評価が低下し、孤立感を深めていったと考えられます。周囲へ怒りを向けることは、

自己否定感を抱えた自分を守ろうとする、Ｂさんの防衛反応であると担任は考えました。 

 

● 校内で支援の方針を共有 

校内での支援検討委員会の場を用いて、支援の方針を検討、共有することにしました。

心理的に不安定で周囲に対する反発心を強めているＢさんには、まずは情緒の安定を図る

ことが優先されるべき課題であることが話し合われました。能力のアンバランスさに起因

する困難さへの補助支援とともに、本人を受け止め、満たされなさに対応しながら自己肯

定感を高めていくような関わりを行っていくことが必要であることを、職員間で共通理解

しました。 

 

 
● 時間による行動生起の違いを記録 

Ｂさんが怒りを爆発させやすい時間帯を明らかにするため、担任を含め本人と関わりの

ある教員も協力して、１週間の学校生活の様子を記録することにしました。時間割表を用

いて、問題行動が起きたらチェックを付けていき、その後全員の情報を集約します。その

結果、特に激しい行動が起こりやすいのは、Ｂさんが苦手とする算数の授業時間と休み時

間に集中していることがわかりました。 

一方、Ｂさんがトラブルを起こさずに概ね適応できている時間帯もありました。朝の会

や帰りの会、また本人が比較的得意としている国語や図工の授業時間です。Ｂさんが安定

して過ごすことができる条件のひとつとして、「やることがわかる」「実行することができ

る」状態であることが重要であると思われました。 

Ｓｔｅｐ２．問題とされる行動の観察・記録 
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Ｓｔｅｐ３．支援の展開 

支援の方針１：Ｂさんに対する肯定的な注目や評価を増やす 
 
● 本人が適応できている状態を生かす 

 
Ｂさんが比較的安定している朝の会や帰りの会を工夫し、本人が満たされる機会をつく

っていくことにしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    上記のような取組により、和やかな表情も見られるようになりました。しかし、学校

生活全体から見ると苛立っていることの方が多く、相変わらず大きな怒りを爆発させる

こともありました。そこで、次の支援を検討することとしました。 

例：「ピクチャー当てゲーム」 
 
担任が１人の子どもの後ろで写真（絵）を掲げます。何の写真なのか学級の子ども

たちが口々にヒントを伝えて、代表者が当てる学級全体で行うゲームです。Ｂさんも

みんなと一丸となってヒントを伝えたり、盛り上がったりしました。ゲーム後は、写

真をファイルに綴じる係をＢさんがすることとしました。本人はゲームをする度に写

真が増えていくのを楽しみにしているようで、たびたびファイルを開いて満足そうに

眺めている姿が見られるようになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｓｔｅｐ４．支援の再検討・次の展開 

支援の方針２：Ｂさんが苦手としていることに対して支援を行う 
 
● Ｂさんの気持ちが学びに向くことを支援する 

Ｂさんの問題行動が集中している算数の時間について支援を検討するため、さらに詳

しい実態把握を行うことにしました。問題行動がどのような状況で起こるのか、きっか

けや結果事象を明らかするためです。 

 

きっかけ → 行動 → 結果・対応 

教師が「～しなさい」と 

課題の指示を出す 
机を叩いて大声で叫ぶ 

教師が側に来て優しくなだめる 

課題をやらずに済む 

課題プリントが配付される 
プリントを破り捨てる 

自分の机を叩く 
課題プリントをやらずに済む 

 

 Ｂさんの行動は教師が課題をやるように促す声掛けや、課題プリント自体が負の刺激

となっていることが推測されました。そこで、次のページのように指示の出し方と課題

プリントの２点について工夫することにしました。 
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● 肯定的な指示 

   課題を指示するときの声掛けを、「～しなさい」と命令形ではなく、「～しましょう」、

「これができたら，〇〇だよ！」と肯定的な表現で伝えるようにしました。Ｂさんを含

め、学級の子どもたちが前向きな気持ちになるような言葉を心掛けました。 

 

● 達成感を得られる課題提示の工夫 

本人の算数の取組状況から、不注意なミスが多いことに気付きました。基礎的な数の操

作は一応できるものの、課題を正確に遂行することができないため、失敗を繰り返してい

ました。結果として、課題プリントに対する抵抗感が強くなり、少しのきっかけで激しい

怒りが引き起こされていました。 

担任は教科の目標よりもまずは本人の気持ちが授業に向くことを大切にするため、毎

授業の中でＢさんが達成感を得られる時間を設けることにしました。Ｂさんに合わせた

学習の目標を立て、それができたら十分に称賛します。課題設定のポイントは、Ｂさんが

得意としている面を生かすことです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、課題に取り組む前に個別に声を掛け、本人が課題解決までの見通しを立ててから

取り組めるようにしました。さらに、問題文中の大切な情報に注目しやすいようペンで印

を付けさせたりもしました。このように机間支援の際など、適宜アドバイスしながら、Ｂ

さんが問題を解けるようにサポートしていきました。 

 

 

● Ｂさんと友達の橋渡しをしながら、適切なかかわり方を伝えていく 

        休み時間のＢさんへの支援として、担任はＢさんと他の児童の仲立ちをしながら積極

的に遊ぶようにしました。トラブルが起きたときは、お互いの言いたいことを聞き取った

上で，なぜトラブルが起きてしまったのか、どうすれば相手と仲良くできるか、振り返り

を行います。お互いが思っていること、困っていることを伝え合うことで、理解し合える

関係づくりを進めていきました。担任の橋渡しによって、少しずつですが、お互いの関わ

り方に良い変化が見られるようになってきました。 

最初はＢさんの側についてサポートしていた担任ですが、次の段階として、「困ったら

先生にすぐ言うようにしてね。」と本人や子どもたちに伝え、支援を減らしながら、子供

たちに任せられる部分を増やしていきました。 

 

(例)問題文を並べ替えよう（算数） 
 

ねらい：算数の問題文を国語の問

題に置き換えて提示し、

抵抗感を減らす。 

（問）４つの文をならびかえて正しい文にしましょう。 

 

 

 

 

 

 

4 枚のセットは何セットできるでしょうか。 

 

折り紙が 204 枚あります。 

 

この折り紙を 4 枚ずつのセットにします。 

 

さらに、あと何枚あれば 60 セットできるでしょうか。 
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支援の方針３：信頼できる大人との関係を軸にしながら，感情の理解を促す 
 

● 自分の気持ちの理解を促す 

   Ｂさんは感情を表す語彙が乏しく、自己感情の理解や扱い方が苦手で、不快な状況に

出会うと、コントロールできない自分の感情を爆発させるしか方法をもっていませんで

した。担任は、Ｂさんの感情を大人がしっかりと受け止めることが必要であると考えま

した。 

担任はＢさんが怒りを爆発させたときは冷静に対応し、落ち着いてから２人で話をし

ていきました。その際、Ｂさんがどんな風に怒りを感じたのかを丁寧に聞き、言葉にし

て返すことを行いました。 

 

● 「怒り」のレベルを把握させる 

本人に怒りのレベルを意識させることを行いました。気持ちのコントロールが苦手な 

Ｂさんにとって、感情にはさまざまな段階が 

あり、怒りが最大限になる前に、それを回避 

するための方法を取ることができることを理 

解させるためです。 

そこで担任は、Ｂさんと場面の振り返りを 

行う際に温度計が書かれたプリントを使い、 

その時々によって怒りの感じ方が違うことを 

伝えていきました。こうした関わりを続ける 

るうちに、少しずつですがＢさんが自分自身 

を客観的に振り返る姿も見られるようになっ 

ていきました。 

 

● 目標の自己選択・自己決定 

担任とＢさんで話し合って決めたのは、怒りの温度計が 100度に達する前に何らかの

手立てを打つことです。そのための方法としていくつか案を出し、できそうなことをＢ

さん自身に選択させました。Ｂさんが選んだのは「その場から離れる」、「静かな空き教

室へ行って落ち着く」でした。目標が達成できたかどうか、その日の最後に担任とＢさ

んで振り返りを行いました。 

気持ちの温度をはかってみましょう 

気持ちの温度は？ 

どんな気持ち？ 

100 

80 

60 

40 

20 

0 

● その後のＢさんの様子 

 

Ｂさんが授業に参加できる時間が、少しずつですが増えていきました。トラブルが起こった

時も、気持ちを立て直すまでの時間が早くなってきています。子どもが激しい問題行動を起こ

すとその行動に目が留まりますが、行動の背景にある子ども自身が抱える満たされなさや低い

自己肯定感にも目を向けることが大切です。子どもの気持ちを受け止め、情緒の安定を図るこ

とで、発達特性による課題への支援が行いやすいことがあります。 

Ｂさんが、生活を営む上で必要とされるコミュニケーション手段や自己表現の仕方を把握

し、将来を見通した長期的なサポートを可能とするよう、支援情報を引き継ぎながら学校全体

での支援を続けているところです。 
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事例３：相手の気持ちを考えずに、一方的に話してしまう生徒への支援 

 

 

 

● 一定の条件のもとでは適切な説明や会話をすることができる 

発表する内容や時間が明確に示されれば、適切な説明をすることができる場合があること

が分かりました。一方、発言する内容が限定されていない場合は、話しすぎてしまうことか

ら、授業中には、条件を明確にして発言を求めることで、適切に発言ができると考えました。

また、グループ活動では、役割や時間を明確にすることで参加しやすくなると考えました。 

 

 

 

 

 

 

関わりたい気
持ちはあるの
だけれど。 

またうまくい

かないかも。 

中学校１年生のＣさん 

Ｃさんは、つい一方的に自分の考えを話し続けてしまうことで、友

達とトラブルになることがあります。そのためか、Ｃさんは自分から

集団の中に入って一緒に活動することがあまりなくなり、学級の中で

孤立しがちになってきました。Ｃさんが 1人でいるときの不安そうな

表情からは、他者と関わりたい気持ちもうかがわれます。 

 

●  

● 場面毎のＣさんの行動を観察し、情報整理をする  

 

 

 

 

 

 

Ｓｔｅｐ１．Ｃさんの実態把握 

 

担任は，Ｃさんが学級の中で孤立しがちになる要因を、普段の話している様子からとらえ

てみることにしました。観察の場面は、授業中と休憩時間とに分け、情報整理を行いました。  

 場面 状況  〇やりとりがスムーズな場面 △トラブルにつながる場面 

 

 

 

授業中 

 

理科 〇化学分野に興味が高く、「○○の実験から言えることを２つ、

30秒程度で説明してください」という指示に対して、時間内

に求められた説明をすることができた。 

国語 △「この表現に込められた筆者の思いについて、自分の考えを

発表してください」という指示に対して、自分の考えをまと

まりなく話し続け、打ち切られた。 

グループ活動    △ △グループや少人数での話し合い活動では、一方的に話してし

まう場面が多く見られ、会話が成り立たないことが多い。 

 

休憩 

時間 

友達との会話 〇興味が一致している友達とは、相手の意見を受け止めて、や

りとりができる場合もある。 

△自分の興味のある話題になると、友達の意見を聞かず、一方

的に話してしまい会話が成り立たない。その後、友達の不快

な表情を気にしている様子が見られた。 

 

 

 

 

・友達が自分と違う意見を言った場合は、すぐさま反応し、頭ごなしに否定をすることで、相手が不

快な様子を示しているが、それでも自分の意見をまくしたててしまうことがある。その後の Cさんの

様子を観察すると、相手に対してすまなそうな表情をしており、会話の糸口を探している様子がある。 

 

 

Ｓｔｅｐ２．情報の分析 
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他者と関わりたい気持ちがありながら、話すことを止められずつい話し過ぎてしまい、周囲

がそれを受け止められない結果、孤立しているＣさんに対して、話すことを抑制する指導を行

うことは効果的ではないと担任は考えました。そこで、まず本人の話が他者に受け止められ、

話を聞いてもらえる楽しさを実感し、その上で徐々に話し手の気持ちに注意を向けさせてい

くことが有効だと担任は考えました。また、学級集団全体に、話し方や聞き方に対して意識を

向けさせることは、学級づくりの上から有効だと考え、朝学活や終学活、特別活動の時間に、

ソーシャルスキルトレーニング（SST）に取り組むことにしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

支援の方針１：学級全体で SSTに取り組む 

● 朝学活や終学活で SSTに継続して取り組む 

    担任は、まず、子供たちに身近である、テレビ番組の内容や芸能人などをテーマとし

て取り上げ、子供たちが興味をもって SSTに取り組み、話すこと聞くことに意識を向け

られるようにしました。 

＜ SST（1）＞ ※ねらい 相手に伝わる話し方について意識する 

① ２人組を作る 

② SSTのテーマを確認する 

（例）「私の興味のあること！」 

 ＜ルール＞ 

 a）話す事柄は基本自由（例：芸能人、最近のニュースなど） 

※ただし、社会的に望ましくないテーマは取り上げない。  

 b) 担任が提示した時間（例：30秒）に話を収めることが条件 

  ※提示時間を超えても、足りなくても、１秒につき１点減点 

c）聞き手は話された内容が分かった場合は「ＯＫ」サインを示す。 

d）最後に、点数の高い上位３グループを結果発表する。 

 

 

＜Ｃさんのグループの様子＞ 

Ｃ（話し手） ：「僕は、山中教授のＩＰＳ細胞についてとても興味があります。この

細胞は無限の可能性があります。・・・・・」（35秒） 

聞き手の生徒 :「結果は 35秒なので 25ポイントです。ＩＰＳ細胞のことがよく分か

ったのでＯＫです。」 

Ｃ（話し手） :「やった！」 

 

SSTのＣさんの様子から、相手にうまく伝えられたという様子がうかがわれました。 

Ｃさんや学級の様子を確かめながら、担任は、短時間でできる週１回程度の SST を継

続して行っていきました。 

Ｓｔｅｐ３．実態に基づいた支援の検討と実際

討と実際 

●自分の気持ちを抑えることが苦手である 

Ｃさんは、自分が主張したいこと、気になったことを、場の状況に関わらず言葉にしてお

り、途中で相手の不快感に気付いても、話したいという欲求を抑えることが難しいのではな

いかと考えました。この話したいという感情をコントロールすることが苦手なことにより、

トラブルになってしまっていることが推測されました。 
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支援の方針２:個別の働き掛けによりＣさんが立てためあてへの取組を支援する 
SSTでの体験を、Ｃさんが学校生活に生かしていくためには、Ｃさん自身が課題とその原因を

自己認識する必要があると考え、担任は個別の働き掛けを行うことにしました。 

 

● SSTを振り返り、自己認識を深める ～ 本人の気付きを大切にして ～  
   SST を振り返り、担任がＣさんに授業の感想を問うと、Ｃさんは、「SST の授業ではでき

るけど、普段はうまくいかないことがある」と日々の生活について振り返りました。担任

は、Ｃさんの話を受け止め、SSTでできていたことを具体的に示し、本人の自己肯定感を低

下させないように努めました。その上で、学校生活で学んだことを生かすことができるよ

うにするため、どうしたらよいかを一緒に考えていくことしました。 

そこで、以下のことを目標にしました。 

〇授業中の発言やグループ活動では課題や指示に沿って話をする。 

・発言の際の指示（時間、内容）を守る。 

・グループ活動では役割を果たす。 

〇休み時間の会話では、自分が話した後「〇〇さんはどう思う。」などと聞き、相手とのやり

とりを意識する。 

● 特別活動で SSTに取り組む 

短時間で行うＳＳＴを継続するとともに、特別活動の時間にも SSTを実施しました。 

＜SST（2）＞ ※ねらい 相手とのやりとりを楽しみながら、会話を継続するための話し方

について意識する。  

「会話を楽しもう」 

① ２人組を作る。 

② ２人の好きなことやものをたくさん見付ける。 

※その際、できればありきたりの事柄以上に、周囲が感心するような稀な事柄を見付ける

ことを追加条件として示す。  

＜学級の様子＞ 

  生徒は稀な事柄という追加条件に対して興味を示し、ある芸能人のえくぼの出方と

か、プロ野球選手のユニフォームのしわの変化など、終了の合図を告げても楽しくや

りとりする姿が多数見られた。 

※担任は、主活動に取り組ませるため、③以下の条件をさらに示しました。 

③ ②の中からやりとりが長く続くと思われる話題を３つ決める。 

④ ③の３つの話題で、順番に話をしながらやりとりをする。 

⑤ ３つのやりとりを２人で振り返る。 

※振り返りの視点  ・一番長くやりとりが続いた会話はどれか。  

          ・一番楽しくやりとりができた会話はどれか。 

⑥ ⑤の振り返りについて学級全体で共有する。 

・長くやりとりが続いた会話、お互いが楽しいと感じた会話のときは、相手の話に興味をも

って聞いたり、質問をしたりしていることに気付かせる。  

 

Ｃさんは、２人組の相手と意欲的に SSTに取り組みました。好きなことを見付けるために、

相手の話を聞いたり、質問をしたりする様子から、やりとりを続ける楽しさを感じ取ってい

るようでした。授業後、担任はＣさんに、長くやりとりができていたこと、相手と楽しく会

話ができていたことを認める声掛けを行いました。 

 

Ｓｔｅｐ４． 再支援の検討と実際 
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● その後のＣさんの様子 

 

Ｃさん自身の課題の自己認識と、自身で立てためあてへの取組により、少しずつですが、友
達との会話の機会が増えてきています。授業中は、ルールを守って話し合いに参加できるこ
とも増えてきています。しかし、休み時間は、つい話し過ぎてしまう場面がまだ見られます。

担任は、うまく会話ができたときに、機を逃さず称賛しながら、本人から相談があったとき
は応じるようにしています。 
今後は、必要に応じて、意図的に個別に働き掛ける場面も必要です。様子を見ながら、適

時、担任が相談にのったり、他の教師や SCが個別に SSTを行うなどして、プラスの評価を行

うことに心掛けて、自信をもたせることが効果的であると考えます。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                                                                                                                                                                                              

● 担任からの働き掛けを継続する  

担任は、本人の意識が持続するよう、学校生活の中で継続して個別に働き掛ける機会を

もつようにしました。担任が担当する教科の学習係に、Ｃさんがなるよう事前に声を掛け、

係活動をすることにより、授業前日や授業当日の連絡の際に、直接関わる機会を設けまし

た。担任が「この前の授業の発表はよかったよ。」「最近はどうですか。」「休み時間楽しそ

うだったね。」などと話し掛けることで、この課題に取り組む意欲を持続させました。また、

Ｃさんからも「休み時間に〇〇の話で盛り上がった。」「休み時間にトラブルになった。」な

どの話を聞くことで、機を逃さずＣさんを認めたり、相談にのったりすることができまし

た。うまく会話が成り立たなかったという相談時には、本人がその理由に気付けるよう、

「惜しかったね。どうすればよかったかな。」と声を掛けました。Ｃさんの自己肯定感を維

持しながら、少しでも自力で改善に向かえるよう見守る姿勢を大切にしました。短時間で

すが、継続して関わりをもつことは、Ｃさんの課題への取組を後押しすることにつながり

ました。 

 

● スクールカウンセラー（SC）と連携する  
担任は、これまでの学級への働き掛けと現在の状況を、週に１回程度来校する心理の専

門家である SCに説明し、Ｃさんの実際の姿を観察してもらい、支援について助言を求めま

した。SCはこれまでの支援の継続による成果を認めるとともに、Ｃさんへの観察をもとに、

相談の場の設定を提案しました。担任は、Ｃさんに SCからの提案を伝え、相談を実施する

ことになりました。 
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【① 授業中に関係のないことが想起されてしまう】ことについて 

このことについては、Ｄさんの様子からは見取ることができないので、Ｄさんのお母さんと

家での様子を基に意見交換をしました。その結果、家でも急に立って歩き回ることがあり、たい

ていの場合、学校の話題を話している時であることが分かりました。 

 

 

 

【②授業への興味が低下又は理解が停滞し、代わる刺激や活動を求める】ことについて 

このことについては、一定期間授業の様子を観察しました。 

・観察の視点：黒板や教師から視線を外す場面、文房具遊びの場面など。 

・観察の結果：○興味が逸れる場面は、ある教科に偏らずどの教科にも見られた。 

○午前、午後など時間帯に偏りはなかった。 

○一端注意が逸れると、その状態が続く傾向がある。 

        ○机間指導での教師の言葉掛けで注意が戻る場合が５割程度であった。また、

教師の言葉掛けがなくても、席に戻り途中でも活動することもあった。 

事例４：授業に集中できず、しまいに離席してしまう児童への支援 

こっちが面白
そう。 

授業がつま

らない。 

小学校４年生のＤさん 

多動性が強く、授業中じっとしていられず隣りにちょっかいを出した

り時に立ち歩いたりしています。担任が注意すると、しまいには教室か

ら出て行ってしまうこともあります。学習に大きな遅れはありません

が、課題を聞いていない場合は、課題に取り組まなくなるだけでなく、

離席するなどして周囲にも影響を与えてしまうことが、担任の悩みとな

っています。 

 

 

担任は、Ｄさんが少しでも落ち着いて課題に取り組めるようになること、また、席に着かない

ことで周囲に良くない影響を与えることを減らしたいと願っています。 

● 子どもの気持ちを推測する 

担任は他の職員からも意見を聞き、Ｄさんが落ち着きなく動いてしまう背景を考えました。 

その中で、普段の様子と重ね合わせ、担任が確からしいと判断した内容は、次の３点です。 

 ① 授業中に関係のないことが、Ｄさんの頭の中に想起されてしまう。  

② 授業への興味が低下、または理解が停滞し、代わる刺激や活動を求めてしまう。 

③ イライラや活動したい欲求が、自制より勝ってしまう。 

この３点を、支援を考える上での根拠に据えるため、さらに詳しく考えてみることにしま

した。 

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｓｔｅｐ１．Ｄさんの行動の推測 

Ｓｔｅｐ２．分析、推測 

推測１：Ｄさんが立ち歩くときは、活動からの逃避ではなく課題にうまく取り組みたいが、

取り組めない場合であることが想定される。 
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【③ イライラや活動したい欲求が、自制より勝る】ことについて 

このことについてもＤさんのお母さんと意見交換をしました。Ｄさんは、立てた目標には、こ 

だわる傾向があり、思う結果が出ないときは周囲のなぐさめも効果がなく、不安定になる傾向が

あることが分かりました。 

 

 

 

 

 

 

以上の３つの想定を総合的に検討し、支援の計画を考えました。 

 Ｄさんは活動への意欲はあるが、思うようにならないとすぐに集中を切らし、あきらめがちな

子どもであると想定しました。この状態が続いている現在、集中を切らさないという課題に向か

わせることには無理があると考えました。そこで、「こうありたい」すなわち活動に対する目標

を下げることで、「できた」という気持ちを持たせやすくなり、やがて、自分の課題に向き合う

ところまで肯定感を上げられるのではないかと考えました。 

そこで、担任はしばらくの間、学級の全児童がその日１日の目標を立て、振り返る活動を行う

ことにしました。ねらいは、Ｄさんを含め自分の立てた目標を達成し、自己肯定感を高めること

です。また、Ｄさんに沸き起こるイライラ感を軽減する効果もあると考えました。 

 

 

 

支援の方針１：適切な目標設定と自己評価により自己肯定感が増すように働き掛ける 

＜朝の会：「やる気の出る目標を立てよう」＞ 

ねらい：少し頑張ればできる目標を立てて、できた時の快感を味わい、さらに頑張る気持ち  

をもつ。 

対象 ：学級集団 

活動 ：①今日一日の中で、必ず「できた」という結果となる目標を立てる。 

②帰りの会で、目標の結果を振り返る。 

③「普通にできた」「頑張ってできた」「大変頑張ってできた」の３段階の印を付ける。 

   

推測２：注意が逸れる理由は明確ではないが、活動に戻れるきっかけは教師の働き掛けが多 

く、きっかけとなることが何か分かれば、集中する時間が増えることが想定される。 

推測３：Ｄさんはこうありたいという気持ちが強く、望む状態にならないと気持ちが途切れ 

やすい特性があることが想定される。 

Ｓｔｅｐ３．推測に沿った支援の検討 

Ｓｔｅｐ４．支援と取組の様子 

ある日のＤさんの取組の様子【朝の会】 

Ｔ：「（全体に対して）今日も、やる気の出る目標を立てましょう。」 

Ｄ：「（体育の）５０ｍ走で１位をとるにしようかな。」とつぶやく。 

Ｔ：「（全体に対して）くれぐれも、だめだったという目標にはしないでくださいね。」 

Ｄ：少し考え、ノートに「５０ｍ走で５位になる」と記述した。 

  実際は、３位であった。 
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朝の会：「やる気の出る目標を立てよう」を繰り返し行うことにより、Ｄさんも良い結果となる

目標を立てる日が多くなりました。そして、帰りの会では、笑顔が多く見られるようになってき

ました。 

 

 

 

Ｄさんは適切な目標を立てられるようになってきたことで、少しずつ課題に向き合う時間が 

増え始めていますが、依然として、学習意欲の向上には課題があると考えられます。それは、周

囲へのちょっかいなどの回数が、さほど減っていないからです。 

そこで、さらに効果的な支援を考えることにしました。その結果、STEP１で考えた落ち着き 

のなさの原因の中で、授業への興味の低下、理解の停滞が最も大きな原因であると考え、その 

原因に対する適切な支援を行えば、確実に改善が図られると考えました。 

 

 

 

 

支援の方針２：課題への興味関心を高め、理解を促す授業を行う 

● さらなる支援のための見取り 

理解を促す授業とするため、どのような時に意欲が低下しがちなのか、丁寧に様子を見てみま

した。特に落ち着きのなさが目立つ国語、算数の場合は、課題に対して考えがまとまらなくなる

と、表情が浮かなくなり、視線も伏し目がちです。そこで担任は、授業で次の点を心掛けること

にしました。 

● 考える手順を示すための支援を行う 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【帰りの会】 

Ｔ：「今日のやる気の出る目標はどうだったでしょう。隣の人に結果発表をしてください。」 

Ｄ：「（結果）大変頑張ってできたで賞です。」 

Ｔ：「皆さんに聞きます。大変頑張ってできたで賞の人」Ｄさんを含め、３人挙手。 

Ｄ：満面の笑顔になる。 

Ｓｔｅｐ５．支援強化のための、詳細な実態把握 

Ｓｔｅｐ６．支援の修正・再支援 

１ 一斉指導の中での工夫 

〇 解決のヒントを板書で視覚化 

課題を自力解決する前に、クラス全体で解決策や手順について話し合う時間をもつよ

うにしました。子供たちからは、「前に習った〇〇を使えばいい。」「△△の言葉がキー

ワードだ。」などと、課題解決につながる手がかりが出されました。それらを解決のヒン

トとして、黒板に目立つように板書しておきます。この支援により、困ったときに黒板

を確認し、考える手がかりとなるようにしました。 

〇 自力解決をナビゲートする補助プリント 

国語で作者の考えをまとめるプリントでは、文章を構成しやすいように、「はじめ

に・・・。次に・・・。最後に・・・。」と接続詞のあるプリントを提示しました。算数

の平行四辺形の面積では「①底辺は（  ）cm②高さは（  ）cm③底辺×高さ＝（①）×

（②）＝（ ）㎠」とスモールステップで思考の道筋を示したプリントを提示しました。 
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● その後のＤさんの様子 

支援２を継続していくことで、Ｄさんは授業中、課題に対して考えがまとまらないときに、 

教師の方をちらちらと見て、目が合うと手を少し挙げて合図をし、困り感を知らせるようになっ

てきま 

した。Ｄさんが必要なタイミングで、教師が支援に入ることができるので、少しずつ学習意欲 

を持続できるようになり、周囲にちょっかいを出す回数も減ってきました。また、教室から出 

ていくこともほとんどなくなりました。しかし、まだまだ気持ちが落ち着かなくなると、立ち歩

きなど 

の行動が見られます。 

今後は、気持ちがイライラした時に、離席せず席に座ったままで解消できる動作に変えてい 

けるような支援が必要です。そこで、引き続きＤさんができる状況づくりに取り組むとともに、

周囲に迷惑をかけない代替行動をＤさんと相談し、授業中に気持ちがイライラ状態になった時 

には、ヘルプカードを教師に見せ、クールダウンすることなどに取り組ませていく方向です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 個別支援の工夫 

〇 タイミングのよい声掛け 

机間支援をしながら、Ｄさんが考えているときの表情や動きを見取り、学習意欲の低下

や理解の停滞が見られたタイミングで、すかさず教師が声を掛けるようにしました。まず

は、Ｄさんの頑張りを認め、称賛したうえで、「どうやって解いたらいいかな。」「どの

ように考えたらいいかな。」などと困り感を共有し、考えを一歩前に進めるための糸口

を一緒に考えるようにします。Ｄさんが「これなら、できそうだ。」と見通しをもてた段

階で、「また、来るよ。」と声を掛け、他児の支援に移ります。しばらくしてから、必ずＤ

さんの状況を確認するようにしました。 
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担任は、Ｅさんの分からない状況を少しでも改善し、学習への意欲を持たせたいと願ってい

ます。そのために、まず、学習のつまずきの状況を把握し、そこから手立てを考えることにし

ました。 

【 授業の様子 】 

授業の導入で、前時の復習の活動には比較的取組状況は良いものの、本時の中心的課題の時

には、しばしば「分からない」とつぶやき、その後は課題に取り組もうとしなくなってしまう

姿が見られました。しかし、課題に取り組まなくなる場合、全く注意が逸れる場合と、黒板に

ちらちらと視線を向ける場合とがあることが分かりました。 

担任は、同じ「分からない」の言葉でも、度合いに違いがあるのではないかと考えました。 

教科 全く分からなそうな場合 少し分かりそうな場合 

 

国語 

筆者の考えや自分の考えをまとめる場

面になると、鉛筆は持つが、「全く思い

つかない。」と、手が止まってしまう。 

本文から言葉を抜き出す場面では、「これ

かな。あれかな。」とつぶやきながら、教

科書に線を引いている。 

 

数学 

文章問題では、「さっぱり意味が分から

ない。」と言い放ち、教科書やノートを

閉じてしまう。 

計算問題では、「どうせ間違っている。」と

言いながらも、ノートに途中計算を書い

たり消したりしている。 

 

 

 

 

 

① 全く分からなそうな場合・・・手が止まる、視線が逸れる。 

② 少し分かりそうな場合 ・・・ノートに書いたり消したりする、教科書を見たり黒板を 

眺めたりする。 

 【 更なる状況把握 】 

②のような状況の時に、担任はＥさんに声掛けをしてみました。 

 

事例５：授業への意欲がもてず、課題に取り組もうとしない生徒への支援 

どうせ自分な
んかやっても
だめだ。 

授業がつま

らない。 

中学校２年生のＥさん 

Ｅさんは、積極的に授業に取り組むことができません。学習の理解

が進まず、思うような成績がとれないため、やる気がもてず、学習意

欲を失ってしまっています。授業中自席で突っ伏してしまったり、近

くの友達のじゃまをしたりする姿が目立つようになり、教師の注意も

素直に聞くことができない様子も見られます。周囲との差も本人なり

に気になっているようです。 

 

Ｓｔｅｐ１．Eさんの実態把握 

Ｓｔｅｐ２．情報の分析 
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＜Eさんの取組の様子と支援の効果＞ 

数学：連立二元一次方程式 

ねらい：簡単な連立二元一次方程式を解くことができる。 

課題：２ｘ＋ｙ＝３・・・（ア） ３ｘ－ｙ＝７・・・（イ） 

Ｔ：（全体に対して）「新しい課題を解くための手がかりを、これまでの板書から見つけよう。」 

Ｅ：（掲示してある板書をみながら）「二元一次方程式の解き方。」「ｘとｙの組み合わせは無限に

ある。」「連立方程式は、（２つの方程式の）共通の解。」 

 

 

● 課題に取り組む前や途中に、「解き方」がイメージできているか確認の機会を設ける 

 ・「確認タイム」の設定 

Ｅさんのつまずきの要因として、前時の学習内容はある程度覚えているが、少し前に学習

したことになると忘れてしまっているため、解き方の見通しがもてず、学習意欲の低下につ

ながることが分かりました。そこで、学習の足跡として、毎時間の板書を教室内に掲示し、自

力解決に移る前に、掲示した板書を手掛かりに、学級全体で課題解決に必要な既習内容を確

認する時間を設定しました。 

・「分からない」の意思を教師に伝える約束 

Ｅさんが最後まで安心して課題に取り組むことができるように、自力解決の途中で解き方

が分からなくなった場合は、担任の方にちらちらと視線を送れば、すぐにＥさんのもとに行

き、解き方のヒントを伝えることを約束しました。そのため、担任は全体を机間支援しながら

も、常にＥさんの様子を意識し、見守るようにしました。 

● １つの課題を解き切る経験を積む 

 ・課題数の調整とスモールステップでの課題設定 

Ｅさんが授業に前向きに取り組むためには、自力での課題解決を通して、「できた」「分かっ

た」を感じ、成功体験を積み重ねることが必要だと考えました。そこで、学習内容の習熟を図

るためのプリントでは、課題に取り組む前に、どの課題に取り組むか、何問取り組むかを自己

決定させるようにしました。また、課題解決に必要な既習内容や類似問題を小問として段階

的に配置することで、解決までの手順に飛び越しが少なくなるようにしました。 

 

＜声掛けの様子から＞ 

  担任：「今、ノートに書き掛けたのは、いい線いっているんじゃないかな。その先を一緒に

考えてみようか。」 

  Ｅさん：「前の時間に習ったことだから、ここまでは分かるんだけど、新しい課題だとどう

やって解けばいいか思いつかなくて分かりません。」 

  担任：「新しい課題だけど、少し前に習った〇〇の考え方が使えないかな。」 

  Ｅさん：「前の時間のことなら覚えているけど、少し前に勉強した〇〇のことは、忘れま

した。」 

このようなやりとりをすることにより、Ｅさんの学習意欲の状況や、つまずきの具体的な内

容が分かってきました。 

Ｓｔｅｐ３．実態に基づいた支援の検討 

Ｓｔｅｐ４．Eさんの取組の様子と支援の効果 
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Ｅ：自力解決に取り組みながら、「（ｘとｙの）いくつかの組み合わせを見つければよさそうだ。」

とつぶやく。 

Ｅ：担任に視線を送ってきたので、Ｅさんのもとに行くと、「組み合わせはできたけど、共通の解

が分からない。」と困り感を伝えることができた。 

Ｔ：個別に支援しながら、「アとイの解を、それぞれ表に整理して考えてみたら。」と解き方のヒ

ントを伝えた。 

Ｅ：ノートに表を書き、解の組み合わせを整理することで、「ｘ＝２、ｙ＝－１が共通だ。」と正

解を導きだすことができた。 

これまでは、中心的な課題になるとすぐに「分からない。」と、消極的な態度を見せるＥさんで

したが、確認タイムで友達の意見を聞くことにより、少し前に学習した二元一次方程式の解き方

を使えば良さそうだと、見通しをもつことにつながりました。その結果、課題にもスムーズに取

り組み始めることができました。また、思考の途中に考え方が混乱した時も、事前の約束通り担

任に合図を送り、ヒントをもとに考えを整理することで、自力での課題解決につながったと考え

られます。 

●  Eさんの思考の傾向の把握 

Ｅさんへの個別支援を継続する中で、これまでの学習を手掛かりに解決への見通しをもつこと

で、一つ一つの問題は解決することができるものの、複数ある解の中で共通点や相違点を見つけ

出すなど、考え方をつなげる段階になると混乱し、思考が進まない様子が見られました。このこ

とから、Ｅさんは情報が一度に入ると、それらを関連付けて考えることに苦手な傾向があると考

えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 思考の特性を補う支援 

・担任の働き掛けは「分かりやすく」「シンプルに」「一つずつ」を心掛け順序立てて説明する。 

・文章問題や長文の読み取りでは、問題場面を絵や図、写真等で具体的にイメージできるよう

にし、「分かっていること（解決のために必要な数値やキーワード）」と「分からないこと（解

決すること）」を全体で確認する。 

・情報（用いられている数や言葉など）を整理するため、図や表、数直線などによる、考え方

シートを工夫する。 

 ● 取組の様子 

全体への支援と同時にＥさんへの個別の支援を継続することで、授業中「分からない。」と

つぶやくことが少なくなってきました。新しい課題に対しても、解決への見通しや手順を一つ

一つ確認することで、少しずつ自力で正解までたどり着くことも増え、自信も芽生え、前向き

に学習へ取り組めるようになってきました。これまでは苦手な様子が見られた情報整理も、２

～３個程度の情報であれば、主に図や絵で具体化することで、用いられている数や言葉の関係

性を整理できるようになってきました。しかし、それ以上の情報や４行以上の長文の問題文に

なると、まだまだ思考が停滞し表情が険しくなり、課題を途中で投げ出すなど、学習意欲の低

下が見られます。 

また、毎時間行っている習熟を図るためのミニテストでは、自分が期待した成績を取れるこ

とも増え、笑顔も見られるようになりました。しかし、単元後のテストや学期ごとのテストで

は、まだまだ、自分が思うような成績がとれないため、「どうせやってもだめだ。」とつぶやく

こともあります。 

Ｓｔｅｐ５．支援の修正・再支援 
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● その後の Eさんの様子 

複雑な情報処理を必要とする課題では、Ｅさんにとってなじみのある情報や簡単な数値に置き

換えて、問題の構造を捉えやすくするなど、支援を工夫する必要があります。 

また、学習した内容がなかなか定着しないことについて、Ｅさんと一緒に考えてみることにし

ました。そして、「しばらく時間が経つと忘れてしまう。」「家庭学習に集中して取り組めていな

い。」が原因ではないかと推測しました。今後は、暗記が必要な学習内容は、家庭の目につくと

ころに貼って覚えるようにするなど、学習を定着させるためのアイデアを一緒に考えたり、課題

の量や質を無理のないところから始め、Ｅさんと相談しながら学習プランを立てたりすること

で、家庭での学習習慣の定着を目指していきます。 

 

 

 


